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日  時：平成 31年 3月 12日（火） 18：00～ 

会  場：建築士会会議室 

出  席： 

（業務執行理事兼委員長）芝 京子 

（委  員）天神 正志、伊藤 誠一、長田 喜樹、玉野 直美、沼田 有二、 

八重野みどり 

＜確 認 事 項＞ 

 １ 前回(２/19)議事録の確認【資料１】 

  ・異議なく承認 

＜協 議 事 項＞ 

１ 平成３１年度予算審議【資料２】 

  ・専務より、H30年度決算見込み及び H31予算案について説明。 

   ・決算値のうち会費収入については、予算で若干多めに想定した部分の目減りのほ 

か、高齢会員の退会傾向に歯止めがかからなかったため、記載の数値に。支出も 

相応に縮減されたため、決算見込みとしては 60万の黒字。 

   ・予算案における会費収入については、合格者の入会等が比較的順調なため、決算 

    値よりは純増で計上。また法定定期講習が､H30年度の２回に対し３回開催できる 

ため、若干のゆとり。 

・70万余の黒字を想定しているが、今後の不安材料としては、試験制度の変更に伴 

う対面受付の廃止問題。全廃されれば数百万円の委託費減少は必至。実務要件審 

査を試験後としたため、全面ネット受付で足りるとの普及センターの方針は実態 

に合わないため、巻き返し中。 

（質疑） 

 (委員)・H31年度は何とか黒字を維持できても、H32年度以降は大丈夫なのか、事務局 

経費の更なる削減が必要といった極論が飛び出す恐れはないか。  

 (専務)・士会の存在意義に始まって、事業や委員会等のあり方まで問い直さないと、現 

状を改善していく方向は見えないのではないか。その意味で、H27の会費値上げの 

おかげで蓄積された内部留保を活用すれば、少なくとも５年程度の赤字継続には耐 

えられるはず。漫然と過ごせば、高齢会員の退会や若手入会の伸び悩みは改善され

ない。その間に議論を尽くして、抜本的な再建策を練りあげてはどうか。 

 ・たとえば、お試し会員制度に関しても、この４年間の取り組みの結果、合格者 700名 

中、総合資格での別途配布分を合わせれば、400名を超える登録数に達した。入会に 

直結するには至っていないが、他県の複数士会から照会されたほか、専門紙の取材が 

予定されるなど、会員減少対策にからめて高い関心。 

 ・お試し会員への働きかけとしては支部の役割が期待されている。ただ、支部交付金に 

見合った効果が上がっているかは、チェック要。 

 ・報酬基準改定の説明会には多くの参加申込があり、受講できなかった会員も少なくな 

い。講習内容の DVDが使えるので、会議室に閲覧用の PCを設置し、来局閲覧が可能 

となるような会員サービスも考えている。予算が限られていても、このような工夫の 

余地はあると思う。 

２ その他 

・特になし 



 

 

＜報 告 事 項＞ 

１ 「けんちくラーニングのススメ」（セミナー・交付式）の結果について 

 ・委員から概要報告。150名のエントリー中、過去最大の 127名が参加。昨年と比べて 

も参加者の反応は良く、二次会にも 7名が参加。 

 ・アンケートには 99名から回答があったが、参加理由に関し 70％が「休日に受け取れ 

るから」と回答し、イベント内容や他の参加者との交流への期待は 30％以下だったこ 

とは少々残念。ただし、合格者のニーズには叶った結果多数の参加があったこと、相 

応の経費がかかったことを考えると、合格者参加者は無償とせず、500円程度の参加 

費を負担してもらうことも要検討。 

(質疑) 

 (専務)・このイベントの費用は、式典に参加していない一般会員の皆さんの会費で賄わ 

れていることを踏まえると、開催の意義・内容を改めて確認する必要あり。祝賀会に 

徹するとすれば、総会後の懇親会以下の簡素な内容となるだろうし、手厚い入会勧誘 

活動のため、懇親会の時間や内容を充実させるとすれば、費用対効果が問われるはず。 

 (委員)・懇親会の席上 6名から入会申し込みが提出されたが、その後の手続き進捗状況 

もチェックし、効果も把握しておきたい。 

２ 富士屋ホテル見学会【資料３】 

 ・担当委員から結果の概要報告と各委員の協力に謝意。 

３ その他 

(質疑) 

(委員長)・絵画同好会の準備状況はどうか。 

(委員)・4月 9日（火）14:00～16:30、静物のスケッチ、終了後懇親会予定、参加費負 

担はなく、器材は各自持ち寄りという枠組みでやりたい。メルマガや HPで告知した 

い。 

 

＜その他＞ 

 次回以降の委員会等について、以下のとおり確認・決定した。 

平成 31年 3月 25日(月) 第 367回理事会 

平成 31年 4月 16日(火) 4月総務企画委員会 

平成 31年  5月 21日(火) 5月総務企画委員会 

平成 31年 5月 29日(月) 平成３１年度総会  

 


